
第28回「議員と語ろかい」報告書 
 ４班（№1） 

開催日 平成３０年１１月７日（水） １９時００分 ～ ２０時３０分 

開催場所 国分ふれあいの郷 

団体名 

 

国分東地区自治公民館 参加 

人員 

１４人 

（男１１人：女３人） 

出席議員 川窪 幸治、宮田 竜二、木野田 誠、新橋 実、植山 利博、前川原 正人 

役割分担 班長（ 新橋 実 ） 副班長（ 川窪 幸治 ） 記録係（ 宮田 竜二 ） 

テーマ及び 

具体的な内容 
地域の抱える課題や行政、議会に対する様々な質問、要望について 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆神戸市議会などでは、政務活動費の不正受給問題が発生しているが、霧島市議会はどうなって

いるか。 

◇政務活動費は、月３万円で会派や議員に交付され、年度末に報告書と領収書を提出している。 

◇霧島市議会は政務活動報告書や領収書を一般公開している。 

◇政務活動費は年間36万円であるが、使用額の多い・少ないではなく、政務活動費をいかに有効

に使って議員の資質向上に努めたかが大切だと考える。 

 

◆議員になる若い人がいないと言われ、年金を復活するという話がある。市議会でどのような話

になっているのか。 

◇若い人からベテランまで優秀な議員が輩出されるために、共済方式で年金を出すべきと考える。 

◇３期12年議員をすれば年金がでるのは、国民年金と比べて優遇され特権的な扱いはやめるべき

である。しかし、議員の福利厚生を図ることは必要であり今後も議論が必要と考える。 

 

◆本会議で一般質問の開始時間が変わる(10時→９時)場合、市民へはどのように知らされるのか。 

◇一般質問をする議員の数で開始時間が変わる。ホームページで告知しているが、ホームページ

が確認できない方は、議会事務局に電話で問い合わせして頂きたい。 

◆市民は電話で確認まではしない。市役所に掲示してはどうか。 

◇議会運営委員会で検討する。 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆県議会では入る時にルールが決められている。市議会傍聴では帽子を取れと言われた。 

 禁止事項は記載して欲しい。 

◇禁止事項については、周知徹底に努めるなど議会運営委員会で協議する。 

 

◆免許返納した時に、バスのICカード(１万円分)をもらうが、使用頻度はわかりますか。 

 バスよりもタクシーの方が使いやすい。 

◇バスの使用頻度は低いようである。ふれあいバスやデマンド交通もあるので利用して欲しい。 

◆バスを待っている時間が長いので、椅子を設置して欲しい。 

◇執行部へ伝える。 

 

◆高齢になると、ごみステーションまで運ぶのが大変。大阪では自宅の前まで回収してくれる。 

◇個別取集を提案したが、霧島市は広いので全エリア対応できない。地域別に取集形態を設ける

議論をしたが結論は出ていない。 

 

◆国分図書館の前にテレビがあるが、音が聞こえない。字幕にできないか。 

◇執行部に伝える。 

 

◆夕日ヶ丘団地は35年経過し、裏山があり風通しが悪いのでカビが生えて入居してもすぐ退去し

ている状況がある。見た目も良くするべきではないか。子供の健康に影響するので修繕して欲

しい。 

◇地域まちづくり事業実施計画書の改修計画には入っていないが、５年毎の見直しで検討するこ

とになっている。 

◆高齢になるので、団地の上の階から１階に移りたいという人に対しては、手続きを簡単にして

欲しい。 

◇執行部に伝える。 

 

◆街灯の電気代を地域が負担している。武道館から体育館のところは暗いが、ついていない街灯

があるので、市役所に相談したら第一工大のものであると言われた。街灯を設置してほしい。 

◇集落は自治会負担。集落間は市が負担となっている。市はLED化して電気代を安くしているが、

自治会未加入者も多いので、防犯灯は市が負担するべきだとこれまで議論している。 

 

◆国分小スクールゾーン委員会などで中馬場線を広げてほしいという意向があるので、今後計画

に上げられないのか。それと犬追馬場線の工事計画はどうなっているか。 

◇路線の拡幅について確認する。 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆各委員会での政策提言はどうなっているか。 

◇産業建設常任委員会では、排水対策の抜本対策、公園や遊具の整備を柱にしていきたいと考えて

いる。 

◇総務環境常任委員会では、交通災害共済事業について協議している。 

◇文教厚生常任委員会では、糖尿病の重症化未然防止対策などについて勉強している。 

 

◆インフルエンザの予防注射を高齢者医療補助してもらったが、子どもはどうか。 

◇子どもに対する医療費の補助も厚くなっている。 

◆子ども医療費は、窓口での無償化が必要ではないか。 

◇本市独自での窓口無償化はできないが、県へ鹿児島県市長会を通じて制度拡充を図るように要望

を継続する。 

 

◆全国的に災害があるが、避難準備勧告では防災無線もあるが、避難範囲、避難開始時間など全員

に伝達されるようになっているのか。 

◇自主的に避難することが重要。 

◇自治会単位で避難訓練すべきであり、議会内でも議論する。 

 

 


